
大河津分水イベントレポート 2024

信濃川などの「川」をテーマに、学習成果や未来の理想の川について
小学生が発表する「信濃川サミット2024」を開催しました︕

期日︓令和6年11月21日(木)14:00〜16:00
会場︓三条市体育文化会館マルチホール
発表︓三条市⽴嵐南小学校、 ⻑岡市⽴⼤河津小学校

加茂市⽴須⽥小学校、弥彦村⽴弥彦小学校
⾒附市⽴葛巻小学校、⽥上町⽴⽥上小学校
燕市⽴島上小学校（発表順）

参加︓180名
主催︓信濃川下流域連絡会

（新潟県、新潟市、⻑岡市、三条市、加茂市、
⾒附市、燕市、五泉市、弥彦村、⽥上町、
国⼟交通省信濃川河川事務所、
国⼟交通省信濃川下流河川事務所）

協賛︓（⼀社）北陸地域づくり協会

信濃川サミット2024

100年前の⼤河津分⽔⼯事の苦労や現在⾏われている令和の⼤改修の⼯事内容などを学ぶ中で、⼤河津分⽔
路を「未来のくらしを幸せにする過去からのおくりもの」と考え、みんなの安全を守り、未来を豊かにしてく
れる⼤河津分⽔には多くの人たちの思いが込められていると伝えてくれました。

●⻑岡市⽴⼤河津⼩学校「思いが込められた⼤河津分⽔路〜未来のくらしを幸せにする過去からのおくりもの〜」

五⼗嵐川での生き物観察会で、きれいな川に生息している⿂や⾍がいることを知った⼦どもたち。7.13⽔害
を乗りこえてきた三条の歴史も⼀緒に学び、五⼗嵐川と共に生きていくために⾃分たちが出来ることを発表し
てくださいました。

●三条市⽴嵐南⼩学校「五⼗嵐川の恵みと災い」



生き物観察会を通じて川の楽しさを知り、7.13⽔害の被害や体験談の学習を通じて川の怖さを知り、
災害から命を守るためにEボートや避難所生活を体験したことを発表してくれました。なんども発生した
⽔害を乗り越えてきた⾒附の苦労と強さを知ることができたと伝えてくれました。

信濃川サミット2024

⾃分たちが住んでいる須⽥地域で発生した⽔害「五反⽥切れ」を勉強する中で、⽔害のたびに住む場
所を変えながらも須⽥で暮らし続けたことが刻まれた石碑があることを知った皆さん。今度は⾃分たち
が須⽥の未来を考える番だと「須⽥と信濃川の未来図」を紹介してくれました。

100年前の⼤河津分⽔⼯事の資料が彌彦神社にたくさん納められていることを知り、むかしの人たちは
災害のない未来を願い続けていたことを学びました。そして「⽔害のない新潟県」になってほしいという
願いをこめて絵馬を奉納しました。

●加茂市⽴須⽥⼩学校「五反⽥切れ」

●弥彦村⽴弥彦⼩学校「彌彦神社と⼤河津分⽔〜これまでのつながり＆これからの願い〜」

●⾒附市⽴葛巻⼩学校「刈⾕⽥川とともに⽣きるわたしたち」



信濃川サミット2024

信濃川に注ぐ才歩川を探検し、キレイな川であることや豊かな⾃然がのこっていること、そして、才
歩川や信濃川にはそれぞれの良さや歴史があることを紹介してくれました。また、信濃川と才歩川が登
場する校歌を会場にいた4年生全員で披露してくださいました。

明治29年に発生した「横⽥切れ」を詳しく学び、その横⽥切れでは3mの高さまで⽔につかったことを
手づくりの棒で示してくれました。また、「⾃分たちも横⽥切れを伝えたい」という思いで、横⽥切れ公
園をPRするパンフレットを作り会場の皆さんに配ってくれました。

●⽥上町⽴⽥上⼩学校「Let’s go 才歩川探検隊︕」

●燕市⽴島上⼩学校「横⽥切れ-未来へつなごう 先人たちの思い-」

発表の合間に設けられた交流タイムでは、⼦
どもたちが感想を発表し合いました。

三条市⻑より、発表校を代表して三条市⽴嵐
南小学校の⼦どもたちに感謝状が贈られました。

●交流タイム ●感謝状贈呈



信濃川サミット2024

当日は学校関係者に限定し、ライブ配信も⾏
いました。

児童たちの発表スライドは冊⼦にして配布し
ました。

●記念撮影

●児童からの感想


